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ウォーカブルなまちづくりの推進に向けた 

不忍通りにおける今後の取組について 

 

１ 上野地区におけるウォーカブル推進の主旨 

道路空間等を活用し、杜・まち・駅の回遊を促進することにより、新たな賑わい・

交流の創出や魅力の発信を図り、上野地区の更なる価値向上に繋げていく。 

 

２ 道路空間等活用の方向性 

   上野地区まちづくりビジョンに掲げる「杜とまちを自由に行き交うことができる

ひと中心の空間活用」の視点を踏まえ、杜とまちを繋ぐ中央通り、パンダ橋、不忍

通りは、居心地が良く歩きたくなるウォーカブルな都市空間への転換を図っていく。 

   

３ これまでの取組状況 

   区では、主要なパブリックスペース等を杜・まちの回遊促進のために重要な空間

(ターゲット１０＋)と位置付け、中央通りやパンダ橋は、上野まちづくり協議会や

ＪＲと共に社会実験を行いながら、将来像・活用方針の検討を進めている。 

   不忍通りについては、これまで交通量の現況把握に取り組んでいるが、今後は、

中央通りとのシームレスな交通ネットワークの構築の観点から、中央通りとあわせ

て将来像等を検討していく必要がある。 

 

４ 不忍通りにおけるまちづくり活動の動向 

  不忍通りについては、地元の商店会や町会等の方々で構成される「しのばずいけま

ち研究会」が、不忍池(杜)側とまち側の回遊性向上を目的として、道路空間の活用可

能性の検討を行っており、その一環で、令和５年度から社会実験を実施している。 

令和７年３月には、不忍通り(一部区間)が「歩行者利便増進道路（以下「ほこみち(※)」

という。）」に指定され、一部歩道の空間活用が可能となったことにより、地元の機運

は一層高まっている。 

このたび地元からは、今後の具体的な将来像の検討や関係機関との協議について、

区と一体となって取り組みたいとの要望が示された。 

 
  ※「ほこみち」とは、賑わいのある道路空間の構築を目的とした制度。ほこみち指定区間は、歩

行者が滞在しやすく歩きたくなる道路を目指す区間と位置付けられ、利便増進誘導区域では、
道路占用許可が柔軟に認められ、イスやテーブル、食事提供施設等の設置が可能となる。 
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５ 不忍通りにおける今後の取組 

  不忍通りの検討にあたっては、これまでの取組状況やまちづくり活動の動向等を

踏まえ、まちづくりの主体である地元と連携し取り組んでいくことが重要である。 

そこで、今後は、地元と共に社会実験を通じた将来像検討に取り組み、不忍通り・

中央通りの活用方針等の検討推進及びウォーカブルな都市空間の創出に繋げていく。 
 

【令和７年度社会実験(案)】 

 （１）目的 

不忍池（杜）側とまち側の回遊性向上に向け、歩行者に開放した車道の一部と不

忍池のほとりを一体的に活用する社会実験を実施し、効果検証を行うことにより、

道路空間の将来像検討の参考とする。 
 

（２）実施体制 

   主催：しのばずいけまち研究会、共催：区・元黒門町会・池之端仲町商店会 

    

 （３）開催予定日時 

令和７年１０月１８日（土）１５～２０時、１９日（日）１０～１７時 
  

 （４）実施エリア 

 （３）実施エリア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）実施内容 

   不忍通り及び不忍池のほとりに、書籍、 

飲食、物販のブックカフェ屋台が出店す 

ることで、居心地の良い滞在空間を創出す 

るとともに、回遊性向上を図る。 

 
道路空間活用イメージ 

 

 

：利便増進誘導区域(道路占用許可が柔軟に認められ、イスやテーブル等の設置が可能な区域) 

：社会実験エリア(道路空間) ：社会実験エリア(公園) 

：ほこみち指定区間(歩行者が滞在しやすく歩きたくなる道路を目指すものとして位置付けられた区間) 

不忍通り付近の上空写真 
不忍池 

不忍通り 

水上音楽堂 

中 
央 
通 
り 

社会実験エリア 
利便増進誘導区域 

社会実験エリア 

ほこみち指定区間 
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６ 令和７年度の他エリアの取組 

（１）上野広小路ヒロバ化社会実験(案) 

○目的 杜・まちの回遊性向上に向け、 

上野まちづくり協議会(主催) 

と共に、車道を歩行者空間と 

して活用する社会実験を実施 

し、効果検証を行うことによ 

り、中央通りの将来像・活用 

方針の検討の参考とする。 

○日時 令和７年１１月２日(日) 

１１～１６時 

(車道部以外は１１～２０時) 

※車両通行止め時間は９～１８時 

○場所 中央通りの上野公園前交差点付近から上野広小路交差点付近及び袴腰広場 

〇内容 ・商店会等による物販・飲食、キッチンカー等による地元の魅力発信 

・テーブルやイス等の設置による居心地の良い滞在空間の創出 

 

（２）パンダ橋活用社会実験(案) 

○目的 杜、まち、駅の回遊性向上に向け、上野中央通り商店会（主催）、東日本旅

客鉄道株式会社(後援)と共に、東西連絡通路に心地良い居場所及び賑わ

い・交流を創出する社会実験を実施し、効果検証を行うことにより、パン

ダ橋の将来像・活用方針の検討の参考とする。 

○日時 令和７年１０月２４日(金)～２６日(日)各日１１時～１７時 

○場所 パンダ橋 

  ○内容 ・杜（上野恩賜公園）が広がったような、緑・花に溢れた空間の創出 

・人工芝、テーブル・イス等の設置による居心地の良い滞在空間の創出 

・区内のペット関連の物販・飲食店舗、ワークショップ等開催による地元  

の魅力発信 

 

７ 周知 

広報たいとう、ホームページ、ＳＮＳ、ポスター、チラシ、地元説明等 

 

８ 今後の予定 

令和７年１０～１１月  各社会実験の実施 


